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2025年度奨励研究報告会
重点領域研究

神経情報の解析と３次元脳オルガノイドの確立を
行動神経科学、発生生物学、非線形物理学の

３アプローチにより実現する
挑戦的研究

―神経情報を医療機器に直結できるBMI技術に
向けた基盤研究―

麦島 剛 (人間社会学部) : 行動神経科学、神経生理学

芋川 浩 (基盤教育センター) : 発生生物学、再生医学

石崎龍二 (人間社会学部) : 非線形物理学

究極の目標
再生医療研究と神経系研究の融合

によるサイボーグ実現

脳さえも
再生できる

再生医療研究の現状①
実験医学・増刊号
2023年2月1日発刊

臨床応用をめざした
研究が進んでいる

再生医療研究の現状①
実験医学・増刊号
2023年2月1日発刊

臨床応用をめざした
研究が進んでいる
オルガノイド

プラナリアの再生と電位勾配

ギルバート発生生物学 第2版

位置情報は電位勾配

視交叉あり

再生医療研究の現状②
日経サイエンス
2025年8月号

プラナリアの脳は
ヒトの脳を知る上
での原点である!!
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進化の過程で
初めて
中枢神経系を
持った動物

プラナリア

再生の王様

中枢神経系のでき方

日経サイエンス 2025年8月号

外胚葉が内側へ
の落ち込むのは
同じ！

プラナリアの神経系

日経サイエンス 2025年8月号

脳は4層構造

視交叉あり

クローンプラナリア

a. 遺伝子も同じ
b. 細胞も同じ
c. 行動も同じ

の脳波測定へ

ここから
成果の報告です。

①

②

③

④ ＊＊＊
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①

新開発の電極（自作）

アガロースゲルのみの電位 （5 min）

プラナリア脳の電位 （5 min）

プラナリア脳の周波数帯別パワースペクトル
縦軸はパワー値を対数変換した値。

δ(0.5-4 Hz)，θ (4-8 Hz)，α (8-13 Hz)，β (13-30 Hz)，γ (30-50 Hz) 

ヒト大脳皮質のスペクトル
縦軸はパワー密度を対数変換した値。

Berthouze et al. (2010)
Human EEG shows long-range temporal correlations of 
oscillation amplitude in Theta, Alpha and Beta bands 
across a wide age range

1 
1 1 

プラナリア脳におけるパワー値とその近似式

adjusted R² = 0.637702

1

黄緑の回帰線
y=－0.016044 x+1.531219
adjusted R² = 0.769833

②

大脳皮質の頭頂連合野
2種の音の列への反応（たまに1オクターブ違う音に変化する）

500ms間隔のとき 1500ms間隔のとき

頭頂連合野

たまに違う音への特別な反応 あり たまに違う音への特別な反応 なし

エントロピー解析によって
ラット脳波の意識レベルの判別に成功。
(Ishizaki, Mugishima et al. 2008)

今回の研究の進捗

θ波の同期の程度

健常マウス＜ADHDマウス

ADHD児と相同。

一次聴覚野

頭頂連合野
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④＊＊＊

研究データの保全のためしばらく非公開と
します。ご了承ください。

研究データの保全のためしばらく非公開と
します。ご了承ください。

研究データの保全のためしばらく非公開と
します。ご了承ください。

Chaudhary et al.
Nature Communications (2022)

筋萎縮性側索硬化症（ALS）ロックトイン
（閉じ込め）患者が、
ニューロフィードバック学習で、
A～Zの文字を画面上に表示できるように。

「意識と表出の乖離」から脱出できた！

尊厳死肯定論すら存在する状態からの解放。

さらに、2024～2025に
かけて目覚ましく発展

学習心理学に基づく
心理療法のひとつ

・ ・


